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II

「カム・オアイ家霊簿」 2書、
「バック・カム一族家霊簿ノート」の

日本語訳注





��

�	「啓定二年カム・オアイ家霊簿」

啓定二年1）	二月閏拾八日，セン・パーン・パイン・クアイ2）	の書を記す
〈 1〉3）父4）�カム・チョム

� � 1）�啓定二年（xjlij�zpi）とは，ベトナム阮朝の啓定年間（1916-1925）中の1917
年にあたる。

� � 2）�セン・パーン・パイン・クアイとは，水牛供犠を伴ったセン・ムオンの祭礼の一つである。
� � 3）�〈〉内に記したアラビア文字は，校注者（樫永真佐夫）が，主に「クアム・トー・ムオン・

ムアッ」に基づき，「カム・ブン・オアイ公の祭堂におけるセン・パーン・パイン」（以下，「（ス
ア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」と略記）と対照させながら付した世代番号である。以下
も同様である。

� � 4）�原本がムオン・ムアッ最高位の首領であるアン・ニャー（zNeR）の地位にあったカ
ム・ブン・オアイをエゴとして記されているため，カム・ブン・オアイの父カム・チョムで
始まっている。以下はカム・オアイの実孫カム・チョンが記憶しているカム・オアイ，カム・
チョム伝である。

� � � 　カム・ブン・オアイ［1871-1934］は，本名カム・タイック（A j），バーンムオンか
ら授かった名がカム・ブン・オアイ（A buN z，琴文威）である。成泰 2（1890）年，
カム・ブン・オアイ公はカム・チョムすなわちカム・ヴァン・タイン公（A vI ，琴
文清）からアン・ニャーの地位を譲り受けた。カム・ブン・オアイはムオン・ラのカム・ブン・
ホアン公（A buN hN）の娘カム・ファッ（A f）を娶り，長老会は彼女にバック・
カム・ティエン（B A TeNe）という名を授けた。こうしてカム・ブン・オアイが得た息
子が，カム・ヴァン・ズン（A vI ju）［1905-1978］，カム・ヴァン・ビン（A vI bi）
［1907-1988］，カム・ヴァン・ゾン（A vI jz）である。カム・ブン・オアイは，キン
の王朝より「佈政」および「管道」に任じられ，シップソンチャウタイの軍を束ねると同時に，
詩才を発揮した。カム・オアイが記した訓話『クアム・ソン・コン（ zN ）』の
内容は，現在でも高齢者の間では比較的よく記憶されている。

� � � 　カム・チョム公（カム・ヴァン・タイン）は，キンの王をたすけ，1872年にはハノイのカ
ウザイ地区（CÀu Gi`y）におけるフランシス・ガルニエ（Françis Garnier）率いる軍との戦
闘，1883年にはアンリ・リヴィエール（Henri Rivi–re）の軍との戦闘で功を挙げた。その後
は中部や紅河デルタでもターイの軍を率いて軍功を挙げた。

� � �
写真の左上：カム・ブン・オアイ，中央：カム・ヴァン・ズン
（2004年 3月，ソンラーのカム・ヴァン・ズンの実子宅にて）
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　　母妣5）カム・ダー6）

　　母妣7）カム・スオイ8）

　　貴族9）�カム・バーン

〈2.1〉10）祖父11）�カム・イン12）

　　妣13）�カム・ソーン
　　妣カム・ソーン14）

� � 5）�メー・バー（e B）を「母妣」と訳した。
� � 6）�カム・ダー（A j）は，カム・ラー（A lj）と発音されるのがむしろふつうで，

記述の際は，Aj，Alj いずれも可能である。カム・ブン・オアイ公の実母である。
� � � 　「クアム・トー・ムオン・ムアッ」によると，ムオン・サーン（ ）すなわち現ソ

ンラー省モクチャウ県の貴族出自出身のヴィー・オット（i z）は政治にすぐれていたた
めに，ムオン・ムアッのアン・ニャーであるカム・パイン公（本校注では〈4.1〉）に重用され，
カム姓を授かった。カム・パイン公の孫の代カム・イン公（本校注では〈2.1〉）の代に下って，
カム・イン公は娘のカム・ダーを，カム・オット（ヴィー・オット）の孫カム・チョムに嫁
がせ，カム・チョムをムコとして迎えた。こうして，1884年頃カム・チョム公がカム・イン
公を嗣いでムオン・ムアッのアン・ニャーに就任した［樫永� 2001：291-292］。つまり，「ク
アム・トー・ムオン・ムアッ」にしたがえば，カム・ブン・オアイ公から始祖は，カム・チョ
ムの母方の父系ラインで系譜的につながるのである。

� � 7）�カム・オアイの実母ではないと思われるが，「母妣（メー・バー）」という尊称が冠され
ている。

� � 8）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，ここに「祖妣カム・トーム」の名がある。
� � 9）�ル・タオ（u Tj）を「貴族」と訳した。始祖と系譜的につながる同姓集合の者た

ちである。「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」の記述，およびカム・チョンの記憶に基
づくと，未婚のまま亡くなったカム・オアイの兄のことであろう。

�10）�同一世代の男性祖先が２人以上登場する場合，順番に〈2.1〉，〈2.2〉��のように，番
号を付した。以下も同様である。

�11）�プー・タオ（pe Tj）を「祖父」と訳した。「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」
注２参照。カム・オアイの父方祖父である。

�12）�この人物は，カム・チョムの妻であり，カム・オアイの母であるカム・ダーの父親である。
この文書の記述だけからは，カム・オアイとの関係は不明である。「クアム・トー・ムオン・
ムアッ」には，アン・ニャーであったカム・インの娘カム・ダーをカム・チョムがめとった
記事がある。カム・チョムは，もともとムオン・サーン（モクチャウ）のヴィ姓（Vì）であり，
婿入りによってカム姓に改姓したのである［Ng‰ vø CÀm� 1999：197,� 199；樫永� 2001：
291］。ここから先は，カム・インの系列の祖先が記される。

�13）�ザー・ヴァー（e B）を「妣」と訳した。カム・ソーンはカム・ダーの実母である。
�14）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，ここに「カム・チャーイ」の名がある。
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〈2.2〉祖考15）�カム・アイン16）

　　妣カム・オーム17）

　　妣カム・ファイン
　　妣カム・パイン
　　叔母18）�カム・ゾー

〈 3〉祖考カム・ニョット19）

　　妣カム・ポン
　　妣カム・ブン

〈2.3〉祖考カム・トーム20）

　　妣カム・グオック

〈2.4〉祖考カム・ムオン21）

� 15）�プー（pe）は，父方の祖父を呼ぶ親族名称であり，高齢者，亡くなった父祖を呼ぶ尊称
である。ここでは「祖考」と訳した。

�16）�カム・オット（ヴィー・オット）の実子のカム・アインであろう。「クアム・トー・ム
オン・ムアッ」によると，カム・アインの息子カム・チョムがカム・インの娘カム・ダーを娶っ
て，カム・インを嗣ぐのである［樫永� 2001：291-292］。なお，［系図資料 3］が示すように，
カム・ヴァン・ビンが伝えたヴィー・オットの親族関係によると，〈2.2〉から〈2.8〉までの
兄弟は，すべてヴィー・オットの息子であり，出生順でいえばカム・トム〈2.3〉，カム・ム
オン〈2.4〉，カム・アイン〈2.2〉，カム・サック〈2.5〉，カム・ブン〈2.6〉，カム・ヌイ〈2.7〉，
カム・パーン〈2.8〉である。

�17）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，「妣カム・オーム」ではなく「祖妣カム・
オーイ」という名が記されている。カム・チョンは，オームの方がオーイより地位ある女性
の名としてはふさわしいため，オームが正しいのではないかという。

�18）�アー・ナーン（zN）を「叔母」と訳した。アー・ナーンという呼称が用いられてい
るのは，エゴであるカム・ブン・オアイ公の叔母，すなわちカム・チョム公の妹であるから
であろうか。あるいはカム・イン公かカム・アイン公の妹にあたるのであろうか。とにかく，
この家霊簿にその名前が登場するのは，未婚のまま亡くなったからであろう。もし婚出して
いれば，この家霊簿には名前が記されないはずである。

�19）�「クアム・トー・ムオン・ムアッ」によると，カム・インの父であろうか［Ng‰� vø� CÀm�
1999：197,� 199；樫永� 2001：291］。ただし，「クアム・トー・ムオン・ムアッ」には，カム・
ニョットが２人登場するのに対し，この家霊簿には１人しかでてこない。

�20）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」注14参照。
�21）�カム・チョンによると，ムオン・ムアッの内ムオン首領であったという。内ムオンとは，

ムオン・ムアッを構成する複数のムオンを束ねる中心ムオンで，内ムオン首領の上にアン・
ニャーをいただいていた。
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　　妣カム・サイン
　　妣カム・フオン
　　妣カム・ケオ22）

〈2.5〉叔父23）�カム・サット
　　大叔母24）�カム・ゾット
　　妹25）�カム・ハック

〈2.6〉叔父カム・ブン26）

〈2.7〉叔父カム・グイ

〈2.8〉叔父カム・パーン
　　叔母27）�カム・ティア

〈4.1〉祖考カム・パイン
　　妣カム・スオイ
　　妣カム・チュック
　　妣カム・ニョック

�22）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，ここに「祖妣カム・ドゥック」の名が見
える。

�23）�アオ（z）を「叔父」と訳した。アオは，父や母の弟すなわち「叔父」に対して用い
る親族名称である。叔父（アオ）が用いられているのは，カム・アインの弟に当たるからで
あろう。しかし，カム・アインの兄に当たるはずのカム・トム〈2.3〉，カム・ムオン〈2.4〉に，
ルン（u）すなわち「伯父」にあたる呼称が用いられているわけではない。他の多くの箇所
と同様，プー（祖考）が用いられている。

�24）�ルア・ナーン（ N）を「大叔母」と訳した。前述のアーとともに，ルアも「叔母」
にたいして用いる親族呼称である。アー・ナーンと訳しわけた。

�25）�ノーン（Nz）をノーン（Nzj）と翻字し「妹」と訳した。しかし，高貴な女性に対
する尊称としてのナーン（N）の誤字である可能性もある。ナーンは以下では「妃」と訳
している。「妹」であるとすれば，ここは大叔母カム・ゾットの妹という意味であり，カム・
ゾットが若くして亡くなったのでカム・ハックを後妻に迎えたということであろうか。

�26）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，カム・ブンのあとに，その妻「祖妣カム・
ティアッ」の名がある。

�27）�ここでは，ルア（）という「叔母」に対して用いる親族呼称を用いている。原本にお
いてルア・ナーンやアー・ナーンと用法上どのように区別しているのか明確ではない。した
がって，ここではアー・ナーン同様，「叔母」と訳した。
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〈4.2〉祖考カム・イン28）

〈4.3〉祖考カム・ブア29）

〈5.1〉祖考カム・ホーイ30）

　　妣カム・ヘオ

〈5.2〉祖考カム・バー31）

　　祖妃32）�カム・チョック

〈5.3〉祖考カム・テーン
　　祖妃カム・オーイ33）

〈5.4〉祖考カム・ソーム
　　妣カム・パン
　　妣カム・ティエン
　　妣カム・ソーン
　　妣カム・イー

〈 6〉祖考カム・チュア34）

� 28）�カム・パインの兄弟であろうか。妻がいなかったのか，妻らしい人の名が記されていな
い。

�29）�これもカム・パインの兄弟であろうか。妻がいなかったのか，妻らしい人の名が記され
ていない。

�30）�「クアム・トー・ムオン・ムアッ」に従うと，カム・パインの父がカム・ニョット，そ
の父がカム・ホーイとなる［Ng‰�vø�CÀm� 1999：195；樫永� 2001：290-291］。

� 31）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」注19参照。
�32）�ザー・ナーン（eN）を「祖妃」と訳し，ザー，ザー・チャウ・ナーンなどとの訳

語の区別のために訳しわけた。
�33）�原文は，A zzj である。一方，「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，A �

zj とある。カナ表記すればいずれもカム・オーイと書くほかないが，A zj の方が名
前としてはふさわしい。

�34）�「クアム・トー・ムオン・ムアッ」には以下のような記述がある。
� � �　景興40（1779）年，キンの王の命にしたがって，ムオン・ムアッの外ムオンのフィアであっ

たカム・チュア公が，ラオカイ省，カオバン省方面にホー族（Hj）討伐のため挙兵した。そ
の功で，カム・チュア公はキンの王の信を得，カム・ニャン・クイ（Aie）の名を
賜り，「果敢将軍（QÚa C¿m TıÎng Qu…n）」としてマイソン知州に任ぜられた。一方，カム・
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　　妣カム・ファウ

〈 7〉祖考カム・バーン35）

　　妣カム・シン

〈 8〉祖考カム・ファン
　　妣カム・ヒエン

〈 9〉祖考カム・クエン36）

　　妣カム・サウ
　　妣カム・ルー37）

ウンがムオン・チャインのフィアとなった。カム・ニャン・クイ公はまたカム・コー（Aoe）
とも呼ばれる。退位して没後は，カム・ホイ（A hze）という名の息子が嗣いだ［樫永��
2001：290］。

� � � 　ソンラー省マイソン県チエンマイ社には，かつてカム・ブン・オアイの館があったところ
の岩山に，保大５（1930）年に刻まれたという碑文が現在まで残っている。上の記事を記念し，
カム・ニャン・クイ（琴仁貴）が地域を防衛する果敢将軍に任ぜられた旨が記されている。
全文は以下の通りである。

� 　��　勅枚山州輔導琴仁
� � �　　貴為以侍奉番臣
� � �　　輔導破有才藝再
� � �　　上進錢鈔以資國
� � �　　用特賜防禦僉事
� � �　　職可為果敢將軍
� � �　　軍民防禦使司防
� � �　　禦僉事下班此
� � �　　勅
� � �　景興四十年二月十三日

� � �　保大五年三月吉日
� 　　　　佈政琴文威誌�
� 35）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」注20参照。
�36）�カム・チョンによると，「クアム・トー・ムオン・ムアッ」に登場するカム・グエン（A �

eN）がこれと同一人物であるという［Ng‰ vø CÀm� 1999：193；樫永� 2001：290］。こ
のことは，２人目の妻としてその名があがっているカム・ルーが，チェンマイ王朝から嫁い
できた者であるからというと言う理由からも正しいとカム・チョンはいうが，上記の『クア
ム・トー・ムオン』にはその記述がなく，筆者は典拠を知らない。

�37）�カム・チョンによると，ランナータイ王国チェンマイを占めていたルー族の王族出身な
ので，名前がルーであるという。

かつてカム・ブン・オアイの館があった場所（2002年10月）かつてカム・ブン・オアイの館があった場所（2002年10月）
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〈10〉祖考カム・イー
　　妣カム・ソム
　　嬬人38）�カム・バーン
　　祖妃カム・ファイン

〈11〉祖考カム・コーン39）

　　祖妃カム・ハック
　　祖妃カム・プア
　　祖妃カム・プオン

〈12〉祖考ファー・クン
　　祖妃ガン

〈13〉祖考ブン・スン
　　祖妃カム・チョム
　　祖妣40）�ガン・チャン

〈14〉祖考ニョー・ムオン41）

　　祖妃カム・ト42）

　　嬬人カム・ミウ
　　祖妃カム・パイ

〈15〉ウン・ムオン公
　　祖妃ウン・スオム

�38）�ザー・チャウ（e� j）を「嬬人」と訳した。「嬬人」はキンの家譜中でしばしば正
妻の意味で用いられるが，ザー，ナーンをはじめとする貴人女性に対する他の尊称と訳語上
の区別をするため，ここでは「嬬人」を用いた。

�39）�カム・チョンによると，「クアム・トー・ムオン・ムアッ」中ではカム・コーン（A z）
［Ng‰ vø CÀm� 1999：193；樫永� 2001：290］と記されているが，カム・チョンによると，
これはカム・チョン自身による翻字の誤りであり，原本にあるカム・コーン（A z）が正
しいという。

�40）�ザー（e）を「祖妣」と訳した。
�41）�「クアム・トー・ムオン・ムアッ」によると，ニョー・ムオンの治世に，ムオン・ラか

らムオン・ムアッは独立したチャウムオンになったという［Ng‰ vø CÀm� 1999：191；樫永�
2001：289］。

� 42）�原本には，ATと記述されているが，カム・チョンにしたがってATzと翻字した。
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〈16〉勇猛なゾウのごとき祖考カム・パイン，高位の人43）。
　　祖妃ダー・ガン・チャン

〈17〉心きめこまやかな44）�カム・ケオ公，高位の人。
　　嬬人祖妃45）�ポム・マン・ヴオン46）

〈18〉��窓の前を横切る手の優雅さに女性たちが見とれるカム・ティエン・コーン公47），
すなわちアーイ・テム・ムオン公48）

　　嬬人祖妃ニョット・ムオン49）

〈19〉心ふくよかな公，ズオン・カム公50）。

� 43）�ここから先の祖先に関しては，その人となりを形容した諡
おくりな

（yejo）が書き加えら
れている。

�44）�「ほどよく細々とした鎖状のもの（zjoH）」と直訳できる。穏やかな人となり
を形容している。

�45）�ザー・チャウ・ナーン（e� jN）をここでは「嬬人祖妃」と訳した。高貴な女性
に対する尊称である。

�46）�ここの   N pzN N hの箇所は，「嬬人祖妃ポム・マン・ヴオン（e j�
Npz Ne v）」と翻字するのか，「嬬人祖妃ポム（pz）あるいはポーン（pzN），
妃ヴオン（v）」と翻字するのかはっきりしないが，ここでは前者に解釈して訳した。前
者をとれば，カム・ケオ公の妻として挙がっているのはポム・マン・ヴオン一人であるが，
後者をとれば，ポム（ポーン）とヴオンの２人となる。

�47）�ピッ・バーイ（pi bj）とは，翼をぱたぱたさせることを意味し，ここでは歩くと
きに手が振れるさまを形容している。穏やかな様子を意味するティエン・コーン（Tee zN）
という公の名のあとにピッ・バーイが続くことで，公の歩くさまの優雅さがここで形容され
ているのである。「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，ピッ・バーイではなくター・
バーイが用いられているが，優雅さを形容している点は同じである（「（スア・ムオン）カム・
オアイ家霊簿」注28参照）。諡が「窓の前を横切る手の優雅さに女性たちが見とれる（pi
bj fj TTN N ）」であろう。

�48）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，この祖先の名がない。一方，「クアム・トー・
ムオン・ムアッ」には，カム・ケオとズオン・カムの間に，カム・ムット（A� ），アーイ・
テム・ムオンという２祖の名がある［Ng‰ vø CÀm� 1999：191；樫永� 2001：289］。

� 49）�カム・ニョットは，「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」ではカム・ティエン・コーン・
ピッ・バーイ公の妻として記されている。

�50）�「クアム・トー・ムオン・ムアッ」には，「ズオン・カム公の父ター・ガン公が亡くなっ
たあと，ムオン・ラは独立したチャウムオンとなり，ズオン・カム，アーイ・テム・ムオン，
カム・ムット（Ay），カム・ケオ，カム・パイン，カム・ウン・ムオンの順にチャウ・ム
オンすなわちアン・ニャーをつとめた」［Ng‰ vø CÀm� 1999：191；樫永� 2001：289］とあ
る。ただし，この家霊簿には，カム・ムットなる父祖の名がない。
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　　嬬人祖妃ウオ・ガン・トーン51）

〈20.1〉温厚だが雄弁雷のごとし52）。女性たちも寄り慕うタオ・ニー・タ・ガン公53）。
　　嬬人祖妃オック，セーン，ムアッ・ローン・サーン54）

〈20.2〉祖考カム・ソーイ55）

　　妣カム・ラーイは，若さに溢れ，寝台の中でくるくる回る56）。
〈21〉タ・カム公は高主57）

　　嬬人祖妃ニー・ナーン・ラーイ58）

　　嬬人祖妃ロム・クイ・クアック59）�は外に60）。

� 51）�ガン・トーンとは直訳すると「銀，銅」の意味であるが，一般には金銀を示す。
�52）�「温厚だが，雄弁雷のごとし（ATeezNNijHiNe）」という諡が，その人とな

りを示している。
�53）�タオ・ニーのニー（Rie）は十二支の「寅」のことである。「クアム・トー・ムオン・ムアッ」

によると，ズオン・カムの父タ・ガン公は，ムオン・ムオイを食邑していた。このときムオン・
ムオイを奪取しようと謀って挙兵した２人の弟ター・トン（Tz）を，ラオ王サム・セン・
タイ（Fj NT）の力を借りて制圧し，その後ムオン・ラを食邑した［Ng‰ 
vø CÀm� 1999：189；樫永� 2001：288］。タ・ガン公は，その父タ・カム公，祖父カム・レッ
ト公とともに，黒タイの有名な英雄父祖の一人である。

�54）�ここも嬬人祖妃オック・セーン・ムアッ・ローン・サーンという１人の人物なのか，嬬
人祖妃オック，妃セーン，妃ムアッ・ローン・サーンという３人なのか，記述だけからははっ
きりしないが，前者としてここでは解釈した。ローン・サーン（ j）とは「いつも脇
にいる」という意味である。人となりにすぐれ，家人や使用人に慕われていたことを意味し
ているのであろう。

� � � 　「クアム・トー・ムオン・ムオイ」には，タ・ガン公の妻は，ムオン・ライ首領の娘セーン・
ムオン（NN）として登場する［樫永� 2003：182］。

� 55）�「クアム・トー・ムオン・ムオイ」によると，タ・ガン公には，タ・デック（ee），
タ・ヒン（hNi），タ・トーン（Tz），タ・ダム（A），カム・ナム・ナーン（A �
NA NNe），ソーン・クオン（z xN）の兄弟がいた［樫永� 2003：181］。ただし，こ
のカム・ソーイに符合する兄弟の名は見あたらない。

�56）�若くて元気よく家の中を立ち回る様子を形容していると思われる。
�57）�チャウ・ニャウ（j e）を「高主」と訳した。チャウは「首領，頭領」，ニャウは

「大きい」という意味である。
�58）�ナーンは貴族出自の女性のことを一般にさす。ニー・ラーイ（Rie ）とは「縞のあ

るトラ（寅）」のことである。
�59）�クィ・クアック（i[] j）とは「くるくる回転する」という意味。機転が効き，

行動が早かった人なのであろう。
�60）�第二夫人以下が，正妻と一緒に座すことはできないのである。

　啓定二年カム・オアイ家霊簿（日本語訳・校注）
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〈22〉雷がとどろき嵐がおこるタオ・レット・ロ公は，賢者である61）。
　　�嬬人祖妃ウオイ・レップ・カウ62）�は，パーン結い63）�の黄金64）�が天の糸65）�のごと

くまばゆい。

〈23〉��声の大きいタオ・クアッ・チュー・ナーン公66）�は，ムオン・ムオイとムオン・ラー
の２ムオンの力をおし上げた長である。ムオン・フアッ67）�の盆地で女性68）�を舟で
迎撃した。大軍で谷の周りを取り囲み，船を漕いでタ・パーン，ターン・アー
ン69）�を通った。公が窓の前に座すのに，以下の２人が寄り添った。

　　妃アーン
　　妃ズア70）

� 61）�のあとに，という文字が行間にあとで補われている。は「遠い，賢い」な
どさまざまな意味を持つ多義語である。ここでの が「諸事に明るい」という意味である
ことを示すために，という熟語にしたものであろう。カム・ビンによる加筆と思わ
れる。

�62）�カム・チョンによると，この女性の名は，ウオイ・トゥオイ・レップ・カウ
（z T b j）で，ここではトゥオイの字が欠字しているという。ウオイ・トゥオ
イ（z T）とは「ひらひらと舞う様子」のことで，ウオイだけなら意味をなさない。レッ
プ・カウは細髪で結った髷のことである。ただし，「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」
には，ウオイ・トゥオイ・レット・カウ・コーンとあるので，違う解釈も可能である。カウ・
コーン（Tj z）とは「（10回のうち）９回」の意味，レット（）は彼女の夫ロー・
レップ公のことである。ロー・レップ，ロー・レットいずれの呼称でもいいのは，レップは「な
すりつける」などあまりきれいな意味ではなく，ロー・レットと呼びかえられることが多い
からである［樫永� 2002：435］。つまり，ウオイ・トゥオイ・レット・カウ・コーンとは，
10中９の踊りをこなす踊り上手で，しかも美しかったことを表現した名前だとも解釈でき
る。

�63）�jpNj とは，髪をふくらませた独特の結い方で，がつて若い女性の間で見られた。
ここでは「パーン結い」と訳した。

�64）�金の簪で飾っていたのであろう。
�65）� Fj を「天の光の糸」と訳した。地上に降り注ぐ美しい日光の光線の美しさを表

現している。
�66）�「チュー・ナーン（e N）」とは「女性たち」という意味である。カム・チョンによ

ると，妻妾がたくさんいたという意味ではなく，美男子で女性たちに好まれたという意味で
あるという。

�67）�現ディエンビエン省トゥアンザオ県チエンシン社（x¡ Chi÷ng Sinh）。
�68）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」の記述を参照すると，（女性）は （ラオ）

の誤記と思われる。つまり，「女性を迎撃した」というのは意味が通らず，「ラオを迎撃した」
のである。

�69）�この２カ所とも，ムオン・ムアッに属するダー河沿いの地名。
�70）�原本には，NzNNjと記されていて，妃アーンと妃ズアの２人という意味なの
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〈24〉��チュオン・トーン・ナム・ニュン公71）。水かさが増して砂岸まで達し，ケーの魚
ものみこんで，縞あるケー72）�が顕現するタオ・ニュン公。

　　嬬人祖妃ウオイ・トゥン・ニュン

〈25〉タオ・クアッ・ラーン公
　　嬬人祖妃トゥン・ルオン・ダオ73）

か，妃アーン・ズアで１人なのかはっきりしないが，前者に解釈した。
� � � 　「クアム・トー・ムオン・ムオイ」に，アン・パン（zIPI）という名で登場するタオ・

クアッの妻のことか，また別の人のことかはここだけからははっきりしない。アン・パンは
現ソンラー省トゥアンチャウ県チエンガム社（x¡ Chi÷ng Ngøm）サン村（b¿n X∆ng）の異
民族サー（今日の民族分類に従えば，ここではラー・ハーであろう）といわれている。バー・
カム・ニャーン（B A Ne）ともよばれ，聡明な女性として伝承で知られている。

� � � 　民間では，太い糸をつくって肩提げ袋（oxi）を最初に作ったのは彼女であると伝え
られている。ムオン・ムアッ，ムオン・ラーでは竹で編んだ籠（eb）を用いるのに対し，
ムオン・ムオイ，ムオン・クアイでは肩提げ袋を伝統的に用いるのである［樫永� 2003：
175］。この肩提げ袋を携帯する習慣と，その便利さに関する語りが，彼女の聡明さを象徴す
る逸話として黒タイの人々の間で記憶されている。

� � �

� 71）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」では，チュオン・トーン・タオ・チュン公となっ
ている。その妻の名が「嬬人祖妃ウオイ」となっている。一方，こちらの原本には，チュオ
ン・トーン・タオ・チュン公のあとに，「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には登場し
ない「タオ・ニュウン公」が登場し，その妻の名が「嬬人祖妃ウオイ・トゥン・ニュン」となっ
ている。まるで，この原本にあるチュオン・トーン・タオ・チュン公とタオ・ニュウン公２
公が，「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」ではチュオン・トーン・タオ・チュン公１人
に集約されているかのようである。

�72）�xj�heとは「縞のあるケー」という意味である。川魚の一種ケー（pxj）
には縞はない。「縞のあるケー」とは通常ミズチ（o）のことを示している。ミズチの
出現は凶兆とされ，これを目にした者は死ぬと伝えられている。

�73）�e�jNNyeNの箇所も，「嬬人祖妃トゥン・ルオン，妃ダオ」の2人なのか，
「嬬人祖妃トゥン・ルオン・ダオ」の１人なのか，はっきりしないが，ここでは後者に解釈し
た。

　啓定二年カム・オアイ家霊簿（日本語訳・校注）
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〈26〉タオ・カム・ケップ・マイ・ドゥオン公74），すなわちタオ・トン公
　　嬬人祖妃タオ・ムオン
　　嬬人祖妃トン・ダオ75）

〈27〉��金花の散るがごとき公は，岩山の頂が日を浴びて映えるがごとく，長たるチョ
ン・ロー・ニー公はまばゆく輝いている。

　　嬬人祖妃ウオイ・チャーン・ファ

〈28.1〉弟，タオ・ラー・カー・マン76）

〈28.2〉弟，タオ・タン・ムン・クン
　　�雲の群れがムオン全体に温かく静かに降りかぶさり77），公78）�は細かい目をつめて

織りなして79），女性たちが首に巻き付いた80）。長たる者たちは，上ムオン・タイ
ン81）�を往来した82）。

　　嬬人祖妃カム
　　妃ケオ・チュム・カム83）�は，芳香がつつむ山の麓のよう。

�74）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には登場しない。カム・ケップ・マイ・ドゥオ
ン（xA xb  ）とは，「黄色の糸で飾った錦」のことである。「（スア・ムオン）
カム・オアイ家霊簿」でそのつぎに登場するタオ・トン公の形容に付されている「赤，黄色
の錦で飾った（xAxbP）」に類似する。一方，こちらの原本には，タオ・トン公に
何も形容は付されていない。

�75）�e� jNeNe� jNNの箇所も，「嬬人祖妃タオ，妃ム
オン，嬬人祖妃トン，妃ダオ」の４人なのか，「嬬人祖妃タオ・ムオン，嬬人祖妃トン・ダオ」
の２人なのかはっきりしないが，ここでは後者に解釈した。この２人は，「（スア・ムオン）
カム・オアイ家霊簿」では，「嬬人祖妃トゥオン・ダオ，嬬人祖妃タオ・ムオン」となっている。
ただし，「啓定二年カム・オアイ家霊簿」のトン・ダオ（ ）か「（スア・ムオン）カ
ム・オアイ家霊簿」にあるトゥオン・ダオ（ ）の一方が誤字であるとすれば，両家
霊簿におけるタオ・トン公の妻の名前は一致する。

�76）�カー・マン（x e）とは，「脚が肥えている」という意味であるが，豊かであるこ
との比喩である。「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」のカム・ラー公のことであろう。「（ス
ア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」では，その妻が「ナーン・チット・ルオン」となってい
るが，こちらの原本にはその名がない。

�77）�上の３兄弟が，ムオンをしっかり治めたことを意味する。
�78）�どの公のことか，はっきりしない。
�79）�執政の様子を，織物などにたとえて述べているのである。
�80）�人々に愛されたことを意味する。
�81）�ムオン・タインすなわちディエンビエンの盆地上流部半分を示す。
�82）�つまり，各首長たちが貢納しに来たのである。
�83）�ケオは「玉」のこと，チュム・カム（ue�A）とは，地金のことである。
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　　�頭首ガン・ザーン84）�を嗣いで「ムオンの柱」85）�をたてて整えた公がサイ・チャー
ン公86）�である。公は勇猛で，兵も多く人にまさる。

〈29〉サイ・チャーン公。公は，大軍を率いてうち勝つ勇者。
　　嬬人祖妃パーン・ガーム
　　嬬人祖妃アーン・オック
　　嬬人祖妃アイン・オーン87）

〈30，31〉クン・チュット，クン・チュン公88）

　　祖妃ムオン
　　嬬人祖妃チット
　　がいつも寄り添った。

〈32.1，32.2〉クン・ムン公，クン・フットは幼いときから人の相を見るのにすぐれる。

〈33〉後継89）�クン・ペー公90）

〈34〉始祖91），彷徨のラン・チュオン，
　　ムオンを攻めて貢納させた。

�84）�ガン・ザーンは，英雄叙事詩『チュオン・ハン物語（  hNe）』に登場する
巨人の名前である。

�85）�ダック・ケーン（ Ne）はムオンの生命力の象徴として建立される「ムオンの柱
（ ）」のことである。マイ・ケーン（jNe）の木を用いて作るので，ダック・ケー
ンという。ダック・テーン（ TN）と翻字したとしても意味は変わらない。

�86）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には，サイ・チャーン公の前に，タオ・チエウ公，
カーン公の２公の名がある。

�87）�e�jNPNjNe�jNzNeoze�jNzzzNeの箇所も，「嬬�
人祖妃パーン，妃ガーム，嬬人祖妃アーン，妃オック，嬬人祖妃アイン，妃オーン」の６人
なのか，「嬬人祖妃パーン・ガーム，嬬人祖妃アーン・オック，嬬人祖妃アイン・オーン」の
３人なのかはっきりしないが，ここでは後者に解釈した。なお，「（スア・ムオン）カム・オ
アイ家霊簿」では，嬬人祖妃パーン・ガームの名が「嬬人祖妃パー・ガーム（P）」となっ
ている。

�88）�「（スア・ムオン）カム・オアイ家霊簿」には登場しない。サイ・チャーン公の兄弟であ
ろうか。

�89）�「嗣ぐ」という語にはノイ（nÂi）というキン語（ベトナム語）が用いられている。
�90）�この人物は夭折したと思われる。
�91）�pue�e�は pue�oepuee と同義で「始祖」のことである。

　啓定二年カム・オアイ家霊簿（日本語訳・校注）
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　　齢92）�尽き，掛け竿93）�の数も多く，布団に横たわる94）。
　　それぞれの掛け竿には，幾条もの龍の彫刻が施されている95）。
　　長である者たちがたくさんのムオンを過ぎっていった。
　　彼らは盾を振りかざし，ムオン・ロの笠を被っていた。
　　長たちは，黄金色の頭衣をかぶっていた。
　　ムオンを攻め，菜園の香菜の茎は赤黒く変色した96）。若芽や枝は力強い97）。
　　首領セン・ナー・ター・ルムを首領とするサー98）�は，��99）。
　　ターイのみが長に従い，覚悟を胸にして100），水を手で掬って飲んだ101）。
　　君主102）�となって，それから子孫103）�が栄えた。
　　ムオンをつくり，栄華を待ち望む。

　　現世の子孫は最後に食べます。一番下の子孫があとから食べます104）。
　　ムオンの長の支族の者たち105）�は，家々を遊行します。

�92）�tuÁi（j）というキン語（ベトナム語）が用いられている。
�93）�寝所のカーテンをつるす竿のことである。
�94）�人が亡くなると，寝所のカーテンを吊る竿に，布団や服などをすべてかける習慣があ

る。そのことを示している。つまり，ラン・チュオン公は亡くなったのである。
�95）�公が長寿で，しかもどの年も実り豊かであることを示している。
�96）�ムオンを支配したことに比喩である。支配して開拓したムオンの中に菜園ができると，

そこでできた野菜を摘むから，摘んだ野菜の茎が赤黒くなるのである。
�97）�ターイ（ここでは黒タイ）による新しい支配者の強力さを示す。
�98）�セン・ナー・ター・ルム（N N  ue）すなわち「百万の田，世界の目」とは

先住民サー（j）の首領の名であろうか。
�99）�ここは意味不明である。もしかすると，e nはチエウ・ナイ（e n）と読み，キ

ン語の「本日の午後（chi÷u nay）」の意味かもしれない。xは「殺す」という意味のカー（xj）
であろうか。

100）�PuNは白タイ語で，正しくはこの「P」は/ph/の音であるが，黒タイ文字にはないた
めPuNと表記したのであろう。意味は，「深く恨む」などという意味である。

101）�これも比喩的な表現で，戦いに備えて力をみなぎらせたことを言うのである。
102）�ここではクン（xuN）を「君主」と訳した。
103）�カム・オアイ公のことをさしている。
104）�儀礼では，先になくなった祖先たちに食べさせ，それから現在生きている人たちが食べ

るのである。
105）�ダム（Aj）をここでは「支族」と訳した。一般には，ダムはシーン（ie）すなわち「姓」

と同義で用いられる。しかし，厳密には異なる。ダムについて説明するには，以下にでてく
るヴァー（bj,�vj）という概念についての説明が必要である。

� � � 　ヴァーとは，エゴの４代上の祖（pNe）を起点として，３代上の祖（pj）すなわち祖祖
父，２代前（pue）すなわち祖父，１代前（Pe）すなわち父とエゴの代の同リネージの男たち
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　　�ムオンの長の大支族106）�の精霊は，もうずいぶん集まっています。長たる曾祖父や
祖考祖妣たちもたくさんいます。

　　�知己でない祖先の方々107）�にお祈りします。お気をつけてお越しください。まだ呼
ばれていない祖先の方々にお祈りします。父祖の方々，きっとお気をつけてお越
しください。

　　�行き来なさる方々，ゆっくり待って，一緒に食事をいたしましょう108）。一同の
方々，一緒に食事いたしましょう。各位一緒に食事いたしましょう。

　　�一緒にご食事なさって109），そしてお助けください。ともに食事をして，加護を願
います。楽しんで食べてくださいね。ガーガー読経しますからね110）。

　　�水牛を供犠する祭礼ならタイの護符111）�にブタ。ブタを供犠する祭礼なら護符にニ
ワトリ。

全て，及びエゴの４代下の子孫（lzNj）に至る同じ父方キンドレッドに属する男性全てを指
す。なおダムとは，ヴァーのうちエゴの代より上の代の男性全てのことである。

106）�ここではフィー・パーンを「支族の精霊（fip）」と訳した。上の注参照。
107）�この原本に名前が挙がっていない祖先たちのことである。
108）�hj i e は hj i e�（pee），すなわちすべての家霊を食事に招くことを意味して

いる。
109）�obINiは「共食すること」である。
110）�モ・ムオンが読経する様子を，ガーガーという擬音語で述べているのである。
111）�男の子が生まれたときに，各家に設置された家霊を祀るための空間「家霊の間

（jhzj）」につるすタイ・ホー（Tj� h）という護符のことである。

� � �

　啓定二年カム・オアイ家霊簿（日本語訳・校注）




